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１.瀬戸市で「安心して子育て

ができ、子どもが健やかに育

つまち」となる施策の展開に

ついて 

 

【質問趣旨】 

全国的に核家族化や共働き世

帯の増加が進む中、持続可能

な保育園経営を考える上で、

保育士不足は深刻な問題であ

り、待機児童問題にも繋がり

ます。 

令和５年４月にこども家庭庁 

が設置され、１２月には「こ

ども未来戦略加速化プラン」

が発表されました。その一環

として、国は今年度、保育士

の配置基準の見直しに踏み切

りました。 

今回は「待機児童解消」の推

進方策について、 

「ヒト」「モノ」「カネ」の視

点で伺う。 

 

（１）瀬戸市の待機児童の 

現状と分析 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）「待機児童解消」の 

方策を「ヒト」の視点から 

伺う。 

 

①   令和６年４月１日時点で瀬戸市には保育園が２９園あり、働いている保育士 

の人数は常勤換算で４４８名です。 

市内保育園の利用定員の合計は２，３３７名に対して実際に保育園に通園して 

いる児童数が１，９６８名です。 

なぜ、利用定員と通園児童数に違いがあるのか伺う。 

 

②   待機児童の定義は、入園申込児童から認可保育所等の利用児童を除いた 

児童で特定の保育園等を希望している者などを除いた人数と認識して 

いるが、待機児童の現状について伺う。 

 

③   隠れ待機児童の定義は、待機児童を算出する際に除かれた児童で、特定の 

保育園等を希望している者や保護者が求職活動中となっているが実際は 

求職活動を停止している者などと認識しているが、隠れ待機児童の現状に 

ついて伺う。 

 

④  利用定員と通園児童数を同数にするためには何が必要か、見解を伺う。 

 

①  令和６年度から保育士の配置基準の見直しが７６年ぶりに行われ、４・５歳 

  児の保育士は、子ども３０人につき１人から、２５人につき 1人に改正され、 

３歳児についても同様に子ども２０人につき１人から１５人につき１人に 

改正された。令和７年度以降は早期に、１歳児についても子ども６人につき１人か

ら５人につき１人に改正される見込みである。 

「保育士の確保」が急務であり、対応策が必要と考えるが、見解を伺う。 
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（３）「待機児童解消」の 

方策を「モノ」の視点から 

伺う。 

 

②  保育士の確保を考える上で、現在保育士として働いている方々に対しては時間外

労働の是正を含め、労働環境の整備・待遇改善の必要性を感じるが、見解を伺う。 

 

③  保育士の確保を考える上で、新たに保育士として働こうとする方々への資格 

取得の支援・奨学金制度や資格のある方々への転職支援等の整備の必要性を感じる 

が、見解を伺う。 

 

④  先日公共事業跡地活用の視察で、四日市市の橋北交流会館に伺いました。 

  施設内の幼児教育センターでは、公私立の幼稚園・保育園・こども園にかかわる 

職員を対象に、保育者育成指標に応じた研修が、職層別・専門別に行われて 

いました。経験豊富な園長や校長経験者が保育士向けに幼児教育・保育に関する 

相談や悩みを個別相談形式で受付けており、保育士のモチベーションの維持や 

職場環境の改善に努めており、保育現場をバックアップする体制ができている 

と感じた。 

  本市においても、同様の役割を持った事業の必要性を感じるが、見解を伺う。 

 

①  保育園の待機児童問題を解決するための方策として、新規保育園の設立や 

  既存保育園を拡張し、利用定員を増やす方策も考えられるが、見解を伺う。 

      

②  祖母懐小学校跡地活用において、同所の一部が将来活用検討ゾーンと位置 

  づけられている。仮に、同所に本市が公立保育園を建設した場合は、待機児童の 

解消が期待できると思料されるが、建設費用は一般会計からの支出が懸案となる。 
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（４）「待機児童解消」の 

方策を「カネ」の視点から 

伺う。 

 

 これが、既存民間園が移転となると、国からの補助金が活用できるため、本市が 

公立園を新たに運営するより、有利な活用が期待できる。 

  建設費や施設維持費の抑制も踏まえ、民間園の移転について、見解を伺う。 

 

③  企業主導型保育施設の設置は、企業が保育支援を行うことで、企業・従業員・ 

  地域社会にも多大な利益をもたらすと思料され、企業主導型保育施設の設置が 

新たな「待機児童解消」に繋がるとも考えられるが、見解を伺う。 

 

①  持続可能な保育園経営を実現するためには、財務管理の強化は重要なポイント 

となります。民間園では運営資金の不足や予算管理の困難さから、国や県・市 

からの補助金を積極的に活用し運営コストの一部を補填している。 

民間保育士と公立保育士の人件費の格差を埋めるために、名古屋市や春日井市 

などでは、補助金があると認識しているが、本市の格差是正に対する、見解を 

伺う。 

 

②  本市独自の補助金メニューに低年齢児保育促進事業費があるが、令和５年度の 

  予算額２４，５５８千円に対し、実績が２０，２９０千円であった。 

その特徴と実績に対する見解を伺う。 

 

③  新たな保育士の雇用時の補助金として、保育士確保事業費があるが、令和５年度 

の予算額２，４００千円に対し実績が１５６千円であった。 

その特徴と実績に対する見解を伺う。 
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④  県の補助金メニューに保育補助者雇上強化事業費補助金がある。 

  本市では、補助事業として実施していないが、見解を伺う。 

 

 

 

 

 

  


